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会
計
学
研
究
所
（
所
長
∥

柳
裕
治
商
学
部
教
授
）
主
催

の
特
別
講
演
会
「
韓
国
の
租

税
制
度
―
付
加
価
値
税
・
電

子
申
告
及
び
税
務
士
制
度

―
」
が
４
月
２０
日
に
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
学
生

・
院
生
・
教
員
約
３
５
０
人

が
聴
き
入
っ
た
。

講
師
の
李
信
愛
税
務
士

（
税
理
士
）
は
、
現
在
、
韓

日
税
務
士
友
好
連
盟
常
任
理

事
・
韓
国
税
務
士
考
試
会
理

事
・
国
税
庁
情
報
公
開
審
議

委
員
会
委
員
等
を
務
め
る
。

日
本
の
税
理
士
会
・
大
学
な

ど
に
お
い
て
も
講
演
を
行

い
、
両
国
の
租
税
制
度
を
熟

知
し
て
い
る
実
務
家
で
あ

る
。講

演
で
は
、
日
本
と
類
似

す
る
租
税
制
度
を
採
用
す
る

韓
国
の
現
状
と
課
題
と
し

て
、
付
加
価
値
税（
消
費
税
）

の
仕
組
み
と
特
徴
、
電
子
申

告
の
現
況
、
税
務
士
制
度
の

特
徴
と
改
革
状
況
に
つ
い

て
、
わ
が
国
の
制
度
と
比
較

し
な
が
ら
、
事
例
を
挙
げ
て

解
説
。
韓
国
の
租
税
制
度

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び

納
税
者
番
号
制
（
国
民
番
号

制
）
に
よ
り
急
速
に
電
子
化

・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
進
ん

で
お
り
、
日
本
の
現
状
と
は

異
な
る
こ
と
や
、
税
務
士
制

度
の
職
業
の
役
割
と
改
革
状

況
、
弁
護
士
・
公
認
会
計
士

と
の
職
域
の
問
題
に
つ
い
て

も
触
れ
た
。

税
理
士
を
目
指
す
本
学
学

生
に
、
税
理
士
は
と
て
も
や

が

い

り
甲
斐
の
あ
る
職
業
で
あ
る

と
強
調
し
て
、
講
演
を
締
め

く
く
っ
た
。
（
会
計
学
研
究

所
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
４

年
次
の
栗
橋
翠
さ
ん
、
武
林
冬

樹
さ
ん
、高
野
葉
子
さ
ん（
い
ず

れ
も
現
４
年
次
）は
、３
月
３０
日

に
行
わ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

主
催
の
学
生
Ｉ
Ｔ
技
術
コ
ン
テ

ス
ト
「I

m
a
g
i
n
e
C
u
p
２
０
１

０

」
組
み
込
み
開
発
部
門
日
本

大
会
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
。

「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

世
界
の
社
会
問
題
を
解
決

し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
全
世
界
の
学
生
を
対
象

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
国
連
ミ
レ

ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で

「
現
在
世
界
で
最
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
課
題
」
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
８
項

目
（
極
度
の
貧
困
と
飢
餓

ぼ
く
め
つ

の
撲
滅
、
幼
児
死
亡
率
の
引
き

下
げ
、
環
境
の
持
続
可
能
性
の

確
保
な
ど
）
か
ら
課
題
を
選

び
、
そ
の
解
決
策
を
考
え
る
と

い
う
壮
大
な
も
の
だ
。
２
０
１

０
年
度
の
世
界
大
会
は
７
月
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
る
。

昨
年
６
月
、
栗
橋
さ
ん
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
指
導
を
受
け
て

い
た
飯
田
周
作
教
授
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
勧
め
ら
れ
「
学
ん
で

い
る
こ
と
を
社
会
貢
献
に
生
か

す
チ
ャ
ン
ス
」
と
参
加
を
決

意
。
同
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
コ
ー
ス
に
学
ぶ
武
林
さ
ん

と
、
「
プ
レ
ゼ
ン
が
う
ま
い
」

と
学
部
内
で
定
評
が
あ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
高

野
さ
ん
に
声
を
か
け
た
。
ま

た
、
発
表
に
は
参
加
で
き
な
か

っ
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
担

当
と
し
て
南
場
勝
規
さ
ん
（
現

４
年
次
）
も
加
わ
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
で
忙
し
い
中
、

グ
ー
グ
ル
の
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア

な
ど
を
活
用
、
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね

た
。
も
っ
と
も
時
間
を
か
け
た

の
が
テ
ー
マ
設
定
。
「
興
味
あ

る
こ
と
、
解
決
し
た
い
こ
と
」

を
持
ち
寄
り
何
度
も
ミ
ニ
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
問

題
点
を
共
通
認
識
す
る
こ
と
に

努
め
た
。
環
境
問
題
に
詳
し
い

綿
貫
理
明
同
学
部
教
授
や
、
海

外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が

豊
富
な
佐
竹
弘
靖
教
授
に
も
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
結
果
、「
環

境
問
題
」
を
解
決
し
た
い
と
提

案
し
た
栗
橋
さ
ん
の
意
見
を
ベ

ー
ス
に
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

本
格
的
に
作
業
を
開
始
。

環
境
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
収
集
を
担
当
し
た
の
は

武
林
さ
ん
。
「
膨
大
な
デ
ー
タ

か
ら
使
う
べ
き
も
の
を
選
び
と

る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」。「
ユ

ー
ザ
ー
側
に
た
っ
た
シ
ス
テ

ム
」
を
意
識
し
て
学
ん
で
い
る

高
野
さ
ん
は
、
評
価
項
目
の
一

つ
で
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ

リ
エ
ン
ス
で
学
び
の
成
果
を
発

揮
。
「
高
野
さ
ん
は
私
た
ち
と

異
な
る
コ
ー
ス
で
学
ん
で
い
る

た
め
、
考
え
方
や
ア
プ
ロ
ー
チ

の
仕
方
が
違
う
。
そ
こ
を
生
か

し
て
幅
広
い
視
野
か
ら
、
解
決

策
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
」
と

栗
橋
さ
ん
は
話
す
。

提
案
し
た
解
決
策
は
、
地
球
温

暖
化
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
南

半
球
に
塩
生
植
物
で
あ
る
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
を
乗
せ
た
人
工
浮
島
「G

r
e
e
n
I
s
l
a
n
d

」
を
放
流
し
、

効
果
的
に
二
酸
化
炭
素
を
回
収
す

る
と
い
う
も
の
。
人
工
浮
島
は
、

シ
ェ
パ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
管
理
浮

島
を
中
心
に
群
れ
を
作
り
、
こ
の

群
れ
が
無
数
に
集
ま
っ
て
巨
大
な

海
上
森
林
を
形
成
す
る
。W

i
M
A
X

や
衛
星
通
信
な
ど
を
用
い
て
監
視

・
管
理
し
な
が
ら
、
海
の
ゴ
ミ
に

な
ら
な
い
よ
う
な
回
遊
ル
ー
ト
も

考
え
、
コ
ス
ト
面
も
考
慮
し
た
。

提
案
書
は
、
英
語
で
Ａ
４
判
５

枚
に
仕
上
げ
た
。
３
月
１０
日
に
予

選
通
過
発
表
が
あ
り
、
本
大
会
ま

で
は
連
日
大
学
で
夜
遅
く
ま
で
作

業
。
世
界
大
会
を
意
識
し
な
が
ら

も
「
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
な
に
か
。
本
質
的
な
解
決

に
結
び
つ
く
の
か
」
を
常
に
意
識

し
た
。

本
大
会
で
は
企
画
概
要
を
高
野

さ
ん
が
、
技
術
面
は
栗
橋
さ
ん

が
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
（
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
用
ソ
フ
ト
）
を
武

林
さ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
「
質

疑
応
答
で
は
、
想
定
し
て
い
た
質

問
が
き
た
の
で
余
裕
を
も
っ
て
答

え
ら
れ
ま
し
た
。
詳
細
な
Ｑ
＆
Ａ

を
作
っ
て
く
れ
た
後
輩
や
、
イ
メ

ー
ジ
図
を
手
掛
け
て
く
れ
た
友
人

た
ち
に
感
謝
で
す
」。

惜
し
く
も
世
界
大
会
に
は
手
が

届
か
な
か
っ
た
が
、
「
や
れ
る
こ

と
は
す
べ
て
や
り
つ
く
し
て
、
納

得
の
い
く
プ
レ
ゼ
ン
が
で
き
た
」

と
達
成
感
を
話
す
メ
ン
バ
ー
た

ち
。
聴
衆
の
評
判
も
上
々
で
、
４

チ
ー
ム
の
な
か
で
ア
イ
デ
ア
は
群

を
抜
い
て
い
る
と
評
さ
れ
た
。「
懇

親
会
で
企
業
の
方
か
ら
『
実
現
に

向
け
て
行
動
を
起
こ
し
て
み
て
は

ど
う
か
』
と
励
ま
さ
れ
た
こ
と

と
、
自
分
た
ち
が
考
え
て
い
た
こ

と
を
企
業
の
方
た
ち
も
考
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
同
じ

よ
う
な
高
い
レ
ベ
ル
ま
で
到
達
し

て
い
た
と
確
認
で
き
た
こ
と
が
自

信
に
な
り
ま
し
た
」
と
栗
橋
さ
ん

は
話
す
。

見
守
っ
て
き
た
飯
田
教
授
は

「
『
純
粋
に
課
題
解
決
す
る
』
と

い
う
意
識
を
最
後
ま
で
持
ち
続
け

た
点
を
ま
ず
た
た
え
た
い
。
グ
ル

ー
プ
で
作
業
す
る
う
え
で
最
も
大

切
な
こ
と
は
、
や
り
た
い
こ
と
を

本
気
で
言
え
る
か
、
思
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
こ

と
。
彼
ら
は
そ
こ
に
十
分
な
時
間

を
か
け
、
共
通
認
識
を
持
っ
て
作

業
に
取
り
組
ん
だ
。
『
や
れ
ば
で

き
る
』
と
身
を
持
っ
て
体
験
し
た

こ
と
は
、
成
果
物
を
作
っ
た
以
上

の
効
果
だ
と
思
う
。
『
学
ん
だ
知

識
を
生
か
し
て
、
社
会
の
課
題
を

解
決
す
る
』
と
い
う
貴
重
な
経
験

は
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
や
将
来
を

考
え
て
い
く
と
き
に
大
き
な
糧
と

な
る
だ
ろ
う
」
と
評
し
て
い
る
。

経
営
学
部
で
は
、
国
際
経

営
者
協
会（
Ｉ
Ｍ
Ａ
）の
寄
付

講
座
を
木
曜
３
時
限
に
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し
て
い

る
（
７
／
１５
ま
で
）。

協
会
に
所
属
す
る
経
営
者

な
ど
が
、
自
ら
の
体
験
を
も

と
に
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ

り
方
や
、
新
し
い
時
代
を
担

う
人
材
育
成
な
ど
に
つ
い
て

話
す
。
同
協
会
内
の
持
続
可

能
社
会
研
究
所
が
企
画
運
営

の
主
体
と
な
り
、
卒
業
生
の

小
松
武
司
氏
（
サ
テ
ィ
ス
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役
社
長
∥

平
２
商
）
と
池
本
正
純
教
授

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
務

め
る
。

小
松
氏
は
５
月
６
日
、「
社

会
の
常
識
を
破
壊
し
、
社
会

の
問
題
を
解
決
す
る
～
専
大

Ｏ
Ｂ
は
ど
う
行
動
し
て
き
た

か
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

後
輩
た
ち
に
力
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
た
。
今
後
は
、

５
／
２７
「
生
き
残
る
技
術
～

無
酸
素
登
頂
ト
ッ
プ
ク
ラ
イ

マ
ー
の
限
界
を
超
え
る
極

意
」（
登
山
家

小
西
浩
文

氏
）、６
／
１０
「
奇
跡
の
社
会

的
企
業
」（
ア
イ
エ
ス
エ
フ
ネ

ッ
ト
代
表
取
締
役
社
長

渡

邉
幸
義
氏
）、７
／
１
「
考
え

る
力
～
人
が
右
へ
行
く
な
ら

左
に
行
け
！
」（
元
イ
ン
テ
ル

会
長
・
傅
田
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

代
表
取
締
役
社
長

傳
田
信

行
氏
）、７
／
８
「
与
え
ら
れ

る
よ
り
自
分
で
選
ん
だ
人
生

～
大
竹
美
喜
の
人
生
大
学
」

（
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー

生
命
保
険
会
社
創
業
者
・
最

高
顧
問

大
竹
美
喜
氏
）
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

一
般
の
方
の
聴
講
も
可

能
。
希
望
者
は
、
開
催
日
の

２
日
前
ま
で
に
教
務
課
経
営

学
部

☎
０４４
（
９１１
）
１
２
５

６
に
申
し
込
み
を
。

昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
教

員
免
許
更
新
制
に
伴
い
、
本

学
で
は
８
月
２
日
（
月
）
か

ら
６
日
（
金
）
ま
で
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
免
許
状
更
新
講

習
を
実
施
す
る
。

選
択
講
習
は
「
知
っ
て
お

き
た
い
理
科
（
生
物
・
地

学
）」（
８
／
４
）、「
勤
務
地

経
済
を
テ
ー
マ
と
す
る
教
材

作
り
」
（
８
／
５
）
、
「
歴
史

の
見
方
・
考
え
方
―
朝
鮮
近

代
史
を
中
心
に
―
」・「
よ
く

わ
か
る
水
泳
指
導
」
（
い
ず

れ
も
８
／
６
）
な
ど
１３
講
習

を
用
意
し
て
い
る
。

仮
申
し
込
み
は
、
専
修
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
免
許

状
更
新
講
習
シ
ス
テ
ム
」
か

ら
先
着
順
、
締
め
切
り
は
６

月
３０
日
（
水
）
。
す
で
に
定

員
に
達
し
て
い
る
講
習
も
あ

る
た
め
、
詳
細
は
教
員
免
許

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

☎
０４４
（
９１１
）
７
１
５
６

e
‐
m
a
i
l
:
s
u
p
p
o
r
t
@

a
c
c
.
s
e
n
s
h
u‐
u
.
a
c
.
j
p

就
職
課
で
は
、
個
別
相
談
や
本
学
学

生
の
採
用
に
積
極
的
な
来
客
求
人
情
報

の
提
供
の
ほ
か
、
企
業
と
の
出
会
い
の

場
の
提
供
や
、「
自
己
Ｐ
Ｒ
」「
面
接
」

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
、
「
希
望
の

就
職
」
に
導
く
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
。
詳
細
は
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
「S

‐
n
e
t

掲
示
板
」
で
確
認
を
。

◆
「
学
内
企
業
説
明
会
」

本
学
学
生
の
採
用
に
積
極
的
な
企
業

約
２
０
０
社
を
招
き
、
出
会
い
の
場
を

提
供
す
る
。
昨
年
も
多
く
の
先
輩
が
、

こ
の
説
明
会
で
の
出
会
い
を
き
っ
か
け

に
内
定
を
得
た
。
参
加
企
業
、
日
程
の

変
更
な
ど
は
、
「S

‐
n
e
t

掲
示
板
」

で
。
卒
業
生
も
参
加
可
能
。

▽
日
程
∥
６
月
２
日
（
水
）
～
４
日

（
金
）
▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９

号
館
２
階
会
議
室
（
集
合
は
９２
Ｆ
会
議

室
）
▽
そ
の
他
∥
ス
ー
ツ
着
用
、
午
前

の
部
は
９
時
３０
分
、
午
後
の
部
は
１３
時

３０
分
集
合
。
※
２
日
は
午
後
の
み
。

◆
「
学
内
企
業
説
明
会

㏌

神
田
」

対
象
は
在
学
生
の
み
。
毎
回
１０
社
程

度
の
優
良
企
業
が
来
校
す
る
。

▽
日
程
∥
５
月
２５
日
（
火
）
、
６
月

２９
日
（
火
）
▽
場
所
∥
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
７
号
館
各
教
室
（
集
合
は
７
３
１
号

教
室
）
▽
そ
の
他
∥
ス
ー
ツ
着
用
、
１２

時
集
合
。

◆
「
就
活
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
」

企
業
の
採
用
担
当
経
験
者
な
ど
を
講

師
に
、
採
用
視
点
・
評
価
ポ
イ
ン
ト
を

伝
え
、
短
期
集
中
型
の
講
座
で
、
「
就

活
力
」
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
。
前
向

き
な
気
持
ち
で
、
就
活
に
臨
み
た
い
人

に
お
勧
め
の
講
座
。
卒
業
生
も
参
加
可

能
。
生
田
は
事
前
予
約
制
、
神
田
は
予

約
不
要
。

◆
【m

i
n
i

学
内
企
業
説
明
会
】

１
開
催
あ
た
り
の
参
加
企
業
が
少
な

い
た
め
、
じ
っ
く
り
と
企
業
の
方
々
と

話
す
こ
と
が
で
き
る
。
６
月
以
降
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
た
は
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
で
逐
時
開
催
予
定
。

イ
ス
ラ
エ
ル
で
の
エ
ル
サ
レ

ム
賞
受
賞
に
お
け
る
「
卵
と

壁
」
ス
ピ
ー
チ
、
『
１
Ｑ
８
４
』

全
３
巻
の
驚
異
的
な
売
り
上
げ

…
と
常
に
話
題
を
振
り
ま
く
村

上
春
樹
。
春
樹
の
案
内
書
は
多

く
出
て
い
る
が
、
人
前
に
出
る

こ
と
を
嫌
う
作
家
の
せ
い
か
、

ほ
と
ん
ど
が
作
品
を
論
じ
た
も

の
だ
。
デ
ビ
ュ
ー
作
『
風
の
歌

を
聴
け
』
以
来
の
愛
読
者
で
あ

り
、
春
樹
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
著
者
が
、
そ
の
素
顔
に
迫

る
入
門
書
を
、
豊
富
な
情
報
と

新
解
釈
に
よ
っ
て
書
き
あ
げ

た
。
作
家
と
作
品
の
両
面
か
ら

描
い
て
い
る
。

ジ
ャ
ズ
喫
茶
の
マ
ス
タ
ー
か

ら
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
。
僧
侶
だ
っ
た
父
親

の
影
響
。
吉
行
淳
之
介
と
の
か

か
わ
り
…
…
。
前
半
は
、
春
樹

に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
満
載
だ
。

な
ぜ
、
春
樹
の
小
説
は
全
世

界
の
人
々
に
読
ま
れ
る
の
か
。

激
し
い
性
描
写
の
意
味
す
る
も

の
は
。
自
分
さ
が
し
の
テ
ー
マ

の
底
に
あ
る
も
の
は
―
。
後
半

は
、
小
説
の
な
か
の
春
樹
ワ
ー

ル
ド
の
本
質
に
迫
る
。（
ア
ス
キ

ー
新
書
・
本
体
７
６
２
円
＋
税
）

著
者
（
つ
げ
・
て
る
ひ
こ
）

∥
本
学
名
誉
教
授
。

卒
業
生
の
「S

‐
n
e
t

」
利
用
手
続

き
に
つ
い
て

会

計

学

研

究

所

韓
国
の
租
税
制
度
を

李
信
愛
税
務
士
が
講
演

ママイイククロロソソフフトト ＩＩｍｍａａｇｇｉｉｎｎｅｅ ＣＣｕｕｐｐでで準準優優勝勝
～ Green Island ～

李信愛税務士

（
左
か
ら
）

ネットワーク情報学部

Ｉ
Ｔ
の
活
用
で
地
球
温
暖
化
の
解
決
策
を
提
案

部

国
際
経
営
者
協
会（
Ｉ
Ｍ
Ａ
）寄
付
講
座

栗栗橋橋 翠翠ささんん

高高野野 葉葉子子ささんん

武武林林 冬冬樹樹ささんん

▲ 昨年の様子

学

「
経
営
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

営

一
般
に
も
公
開

就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
「S

‐
n
e
t

利
用
申
込

書
」を
提
出
す
る
こ
と
で
、在
学
時
と
同
様
に
利
用

で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
生
田
・
神
田
ど
ち
ら
の

就
職
課
で
も
可
能
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

経

村
上
春
樹
の
秘
密

ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
作
品
と
人
生

柘
植

光
彦
著

教
員
免
許
状
更
新
講
習

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
仮
申
し
込
み
受
付
中

第４７６号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１０年（平成２２年）５月１５日（１３）


